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農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

(6) ちびっこ農業体験の開催 

ＪＡ赤城たちばな(群馬県) 

新規 継続 

 

 

○ 

（平成 22 年度） 

 

1 動機 

（経緯） 

ＪＡ赤城たちばなでは、ＪＡ青年部・ＡＫＡＧＩグリーンアメニティー・赤城生産

者協議会と連携し、「つくる喜び、育てる喜び、食べる喜び」を農業の中から伝え、

働くことの大切さ、難しさ、環境を守ることの意義を学んでもらうことを目的に、

平成 22年より「ちびっこ農業体験」を開催しています。 

2 概要 

自然豊かな赤城町の農家（ちびっこ農園）で、ジャガイモ・トウモロコシなどの収

穫体験やウォークラリー、ディスコンに挑戦しました。 

収穫体験の野菜は、青年部員やアメニティ部員が育てており、昼食には、収穫した

野菜を使用したカレーライスを提供しています。 

3 成果 

（効果） 

平成 28年度は、管内の小学４～６年生 65名が参加しました。 

児童らは、土をかき分け熱心に野菜を収穫し、手が泥だらけになっても「いっぱい

取れてうれしい。」と大喜びで、袋いっぱいの野菜を重そうに運んでいました。 

また、収穫した野菜を使用した昼食（カレー）も好評をいただき、大勢の児童がお

かわりに並んでいました。 

4 今後の予

定（課題） 

平成 29 年度も引き続き、食農教育の一環として「ちびっこ農業体験」の開催を計

画しており、青年部員やアメニティ部員が収穫体験や昼食用に利用する野菜を丁寧

に育てています。 

 

【収穫体験の様子】              【昼食時の様子】 

 


	Ａ
	(6) ちびっこ農業体験の開催
	ＪＡ赤城たちばな(群馬県)


